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来年度以降のデータ利活用推進における取り組み
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データ利活用の推進に必要なこと
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それぞれが何をすべきか？
何ができるか？

データ利活用を推進し、連携していくためには、各分野で何をするべきか？

国
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庁内データ
棚卸し調査

前回のワーキンググループでのご意見を
参考にしながら調査の準備を実施中

WGでの意見

• きちんと説明しないとどんなデータを出したらいいかわからない
→調査の内容についての説明資料を工夫して作成

• データの分類をして探しやすくする
→e-Stat分類などをデータに追加し、検索性を上げる
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各課への
調査依頼

一次取りまとめ 最終
取りまとめ調査の実施

調査の実施
WGメンバー
にも共有

におけるデータ利活用の取組道
このページは公開しません



ワーキンググループでの検討内容

データが分散していて探しづ
らい

APIにすることで入手先を一つに統一

PDFやセル結合Excelが多く
活用できない

データ連携できる形式でデータを統一
することで、使いやすく

データ連携基盤が整備され自
治他もデータを自ら使うよう
にすべき

活用しやすいデータを作ることで、自
らの業務で使うことができる

データを可視化して誰にでも
わかるようにする

データをAPIに変換することでアプリな
どで活用できる

データを公開して、うれしい、
新しいという事例を増やすこ
とが大事

利活用できるデータが増えることで事
例も増える

データ利活用に向けたワーキングにおける検討

データ
連携
基盤



データ
連携基盤

デジタル田園都市国家構想実現会議（第４回）資料8から引用

におけるデータ利活用の取組道

＜国の示したデータ連携基盤の模式図（参考）＞

（案）



意見交換で議論いただきたいこと
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意見交換で議論いただきたいこと

• メンバーのそれぞれの立場でデータ利活用を推進するために
「できること」「やるべきこと」はなにか？

• データ利活用を推進するために各分野で連携するべきことは？
（データ連携基盤の構築など）

• みんながデータ利活用できるようにするためには？
（データ利活用人材育成のための、研修、ワークショップ、
セミナー、イベントなど）

• 今年度のまとめに向けて
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